
６ 指導計画（全６時間）

時 １ ２ ３ ４ ５ ６

・のこぎりの正しい使い方 ・切った木片を ・木片を積んだり、並べ ・形を見直し、修 ・発展材を使って、 ・作品を展示し、み
。 。を確認し、木を固定する道 紙ヤスリで磨 たりしながら、組み合わ 正があれば変える 装飾を加えていく。 んなで鑑賞して楽む

学習 具（Ｃクランプ）の役割を く。 せを考え 形を作り出す ・必要な部品をつ、 。
内容 知る。 くり、加える。
・様々に角度を変えながら ・作業の手順を考、
大小の木片を切り出す。 えて、接着してい

く。

材料・ 角柱（３×４×６０cm 、 ・紙ヤスリ ガムテープ 木工用接着剤、ベ 檜棒等の木材、ヤス 作品、作品カード）
用具 のこぎり、Ｃクランプ ニヤ板 リ、紙ヤスリ

・身体の感覚を十分に働か ・木肌の美しさ ・木材のの木口の合わせ ・しっかりと接着 ・それぞれの素材の ・自分や友だちの作
、目標 せて、木材を切る活動を や温かみを感じ 方やつなげる方向などの する ための木工 も つ形や色の特色 品に関心をもって見

楽しむ。 取り、愛着をも 組み合わせ方を工夫し 用接着剤の扱い方 を考え、表したいも よさをかんじとる。
・のこぎりの安全で適切な つ。 て、楽しみながら発想を や補助の方法を知 のをより良くするた
扱い方や、接着剤の効果 広げ、動きのあるおもし り 工夫して使う めに合った材料を選、 。
的な使い方を身につける ろい形をつくる。 んでつくる。。

関 ・身体の感覚を十分に働か ◎木肌の美しさ ・様々に操作してできる ・丁寧に接着しよ ・自分の作品に何が ・進んで自分の作品
心 せて、木材を切る活動を や温かみを感じ 形 を楽しみながら、気 うとしている。 合うのかよく考えて について話したり、
楽しんでいる。 取り、愛着をも に入る形を見つけようと いる。 友だちの作品を楽し

。評 つ。 している。 んで見たりしている

価 発 ◎切る角度を考え、様々な ◎小片の組み合わせ方を ◎表したいものがよ
想 形の小片をつろうとして 工夫し、形のよさやおも り良くなるような装

規 いる。 しろさを見つけている。 飾 を考え、必要に
応じて材料を選んで

準 使っている。

技 ◎のこぎりの安全で適切な ・紙ヤスリを使 ◎しっかりと接着
能 扱い方や、接着剤の効果 って、なめらか できる。
的な使い方を身につける な面をつくる。。

鑑 ◎自分作品について
賞 工夫したことや気に

入っているところを
話したり、友だちの
作品をよく見てよさ
を見つけたりしてい
る。



7 本時のねらい
◎木材の木口の合わせ方やつなげる方向などの組み合わせ方を工夫して、楽しみながら発想を広げ、動きのあるおもしろい形をつくる。

8 本時の展開（２／６）

時間 ねらい 学 習 活 動 指導・援助の留意点

活動内容と課題 １ 学習内容と課題の確認 ・小片の切り口を切る前の一本の木材の形になるように
を明確にする。 ・師範を見ながら、小片の木口様々な組み合わせを考え、おもし 並べておく。

ろい形を作ることをつかむ。 ・木口の合わせ方を変えて見せ、形が様々に変化するこ
とに気づかせる。

いろいろな組み合わせ方を試して、動きのあるおもしろい形を ・縦につなぐだけでなく、横につなげたり、並べたりす
見つけよう。 る方法もあることを示す。

10 ・ 動きのある」形の例を具体的に示す。[曲がる、反「
いろいろ操作し ２ 各自、木片を積んだり、並べたりしながら、組み合わせを考 る、 広がる、ねじる]、
動きのあるおも え、形を作り出す。 ・評価規準を示す。
しろい形を見つ ・ガムテープを使って仮に留める。
け出す。

、 、 。25 ３ 手を止め、お互 ・参考になるような 形のおもしろさを評価し 広げる
いの形を見合う。 ・思考をとぎれさせないように、頃合いを見計らって行

う。子どもたちの様子によっては行わず、個々に、見
４ さらに制作を進 に行かせ、評価は、済んでから行う。

40 める。 ・評価内容は板書しておき、挙手で確認し、おもしろい
自分の活動を振 形だと思っているところを発表させる。

。43 り返る。 ５ 自己評価をする
・画板の上で作業し、そのまま保管する。

。45 ６ 後片づけをする

Ａ Ｂ Ｃ
・主体的に新しい形を見つけようと ・主体的に新しい形を見つけようと ・縦方向のみに意識がいったり、固めて、 、
様々な組み合わせ方を試す。 様々な組み合わせ方を試す。 しまったり、一つのことに意識が向きや
・立体的に形を作っていく。 ・立体的に形を作っていく。 すい。
・さらに変化のあるものを求めて、 ・具象的な形を求める。○○にこだ ・イメージが持ちにくく、参考作品や助
収拾がつかなくなることもある。 わりがあるので、固執する可能性が 言などに影響されやすい。
・立体造形としての形のおもしろさ ある。 ・するべきことが分かると、集中して根
にも気づく力がある。 ※こだわりは認め、動きを立体的に 気よく取り組む。
※見守り、迷っているときに声をか 変化のあるおもしろいものになるよ ※最初のうち助言は、形に広がり持たせ
け、しようとしていることを認め、 う助言する。 どんどんつなげていくよう励まし、具象
助言する。 ※違う形をほしがったら、使ってよ お指す言葉は出さない。
※動きのおもしろさに注目させ、抽 いことを知らせる。 ※たくさんつなげたことをほめ、気に入
象的な形でもすてきなことに気づか っているところを聞き、認め励ます。
せる。 ※ＡやＢの様子を参考にさせる。

・楽しかったですか。
すごく楽しかった、楽しかった、あまり楽しくなかった
・組み合わせ方を変えてみたりしていろ
いろ工夫できましたか。
すごくいっぱい試した,試してみた,できなかった
・動きのあるおもしろい形ができました
か。
動きのあるおもしろい形ができた、おもしろい形だけど
少し直したい、できなかった


